
経口剤以外の抗ヒスタミン薬には点鼻薬や点眼薬などがあり、局所的な症状緩和に用います。
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化学構造運転に
関する記述

成分名 主な商品名 用法 コンタクトレンズ着用時

記載なし

三環系骨格 ピペリジン骨格 ピペラジン骨格
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図2 : 抗ヒスタミン薬の化学構造と運転への影響に基づく分類

■ 妊婦・授乳婦への使用

■ 外用剤の使用方法と注意点

■ 化学構造と運転への影響

図3 : 抗ヒスタミン薬の点眼薬一覧

1. 記載なし

２. 

３. 

抗ヒスタミン薬は化学構造に基づいて、三環系骨格、ピペリジン骨格、ピペラジン骨格などに分類されます。
例えば、三環系骨格の薬で効果があまり見られない場合、他の骨格を持つ薬剤に変更することで、
くしゃみやかゆみが治まることがあります。


